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1. 研究目的

オペラが音楽と歌を中心にストーリーを構成するの
に対して、オペレッタは音楽と歌だけでなく、セリフ
や踊りも多く含みストーリーを構成している。このように
オペレッタに舞踊的要素を含むということは、踊りの
シーンが重要な意味を持つことにもなる。歌には歌
詞があり、感情や情景等を聴覚的要素の一つである
言語を頼りに表現できる。一方で「踊り」は、主として
言語に頼らない視覚的要素の一つであり、身体によ
り表現することになる。
本学は体育短期大学として、スポーツ・体育に関

する授業が充実している。このような背景から、歌や
声に頼らない身体によって行われる表現を特に「創作
ダンス」として作品中に多く取り入れてきた実績があ
る。表現を言語ではなく「創作ダンス」として用いる
理由は何なのか。「創作ダンス」を用いることで得ら
れる効果は何なのか。これらのことを明らかにすること
で、オペレッタとして目指す作品づくりの一つの方法

を垣間みることができるのではないかと考えた。
そこで本研究では、これまで本学において発表され
た「創作オペレッタ作品」を対象に作品中の創作ダ
ンスを表したいテーマやイメージ別に分類するととも
に、「身体表現」「造形表現」の視点から分析及び
考察し、その傾向を探ることを目的とした。

2. 研究方法

2‒1.   創作ダンス場面の抽出
2‒1‒1.   創作ダンス場面の抽出
本研究では、第1回～第44回創作オペレッタ発

表会のうち、映像資料として視聴することのできる第
13回～第44回、計32回、98作品の映像資料を対
象とし、創作ダンス場面を抽出した。創作ダンスとし
て抽出するための基準は、2‒1‒1.のとおりであり、そ
れによって抽出された創作ダンス場面は180場面で
あった（表1）。
なお、第36回は創作ダンス場面が見当たらなかっ
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数からみる割合を算出し、全体の傾向、及び年次推
移を明らかにした。

2‒3.   表現内容からみる創作ダンス場面の分類
2‒3‒1.   創作ダンス場面の分類方法
創作ダンス場面180場面を、その表現内容から「自
然描写」「情景描写」「心象描写」「状況描写①」「状
況描写②」「状況描写③」「紹介描写」の7つに分類
した。分類の基準は2‒3‒2.のとおりである。

2‒3‒2.   創作ダンス場面の分類基準
（1） 自然描写
「自然描写」の分類基準は、動物を模倣する、植
物の様子を表す、自然現象を表現しているダンス場
面であることとした。例えば、「鳥」「蝶」「開花」「風、
嵐、台風」「川、海、泉」「四季」「火、炎」などを表
現している場面である。
なお、動植物や自然の表現であっても擬人化され

ていた場合は「状況描写①」や「紹介描写」等、火
事や洪水など物質の状況を表している場合は「状況
描写②」等に分類し、「自然描写」には含まないことと
した。

（2） 情景描写
「情景描写」の分類基準は、物語を進行するうえで、
主人公の置かれた環境（場所）や世界観を説明する
ような情景を表している場面であることとした。例えば、
「美しく楽しげな森」「枯れはてて廃れた森」「魔物
の住む怪しげな城」など、単なる自然の表現にとどま
らず、その場の雰囲気（明るい、暗い）や状況を表す
ような場面である。

（3） 心象描写
「心象描写」の分類基準は、登場人物等の感情、
思想、感覚を表現している場面であることとした。例
えば、主人公の喜怒哀楽などを抽象的、および具
象的に表現した場面である。

（4） 状況描写①
「状況描写①」の分類基準は、人間、もしくは人間

たため、図表上には示しているが、本研究の対象か
らは除外することとした。

2‒1‒2.   創作ダンス場面の抽出基準
本研究における創作ダンスとは、歌やセリフに頼ら

ず、身体活動のみによる表現を指す。その抽出基準
は、歌やセリフを含まないダンス場面であることとし、
ボカリーズやハミング等の声を使用したダンス場面
も含めることとした。また、歌の前奏も含めることとした。
作品のストーリーに関連したダンス場面、例えば、「ダ
ンス発表会に向けて練習する、発表する」「ダンス
パーティーが開催されている様子」など身体活動によ
る表現ととらえられない場面は除外することとした。
なお、第20回の20周年記念特別作品「春を探して」
は、ダンス研究室教務補佐や本学ダンス部員が多
数関わっており、児童教育学科の学生自らの手によ
る創作ダンス場面ではないと判断し、除外することと
した。

2‒2.   創作ダンス場面の割合と年次推移
2‒1.において抽出された創作ダンス場面につい

て、回ごとの時間数を算出し、回全体の作品総時間
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表1　発表会別創作ダンス場面数

回 創作ダンス
場面数 回 創作ダンス

場面数
第13回 6 第30回 7

第14回 9 第31回 8

第15回 8 第32回 7

第16回 5 第33回 9

第17回 3 第34回 2

第18回 6 第35回 2

第19回 3 第36回 0

第20回 3 第37回 3

第21回 10 第38回 5

第22回 2 第39回 3

第23回 14 第40回 4

第24回 6 第41回 2

第25回 11 第42回 4

第26回 10 第43回 1

第27回 6 第44回 6

第28回 9 計 180

第29回 6
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ではなくとも擬人化された動植物や物質等の状況を
表現している場面であることとした。例えば、「喧嘩し
ている様子」「仲直りしている様子」「サッカーをして
いる様子」などの場面である。

（5） 状況描写②
「状況描写②」の分類基準は、人間ではない物（物
質）の状況を表現している場面であることとした。例え
ば、「火事で建物が焼かれていく様子」「電車が走っ
ている様子」「フライパンの中で野菜が炒められてい
る様子」などの場面である。

（6） 状況描写③
「状況描写③」の分類基準は、人間（擬人化され
た動植物や物質を含む）や物（物質）の様子を表現し
ているものの、その場面自体が物語の進行にかかわ
るものではなく、場面と場面の転換（つなぎ）としての
意味合いが強い場面であることとした。

（7） 紹介描写
「紹介描写」の分類基準は、登場人物等の性格
や性質を紹介する意味合いが強い場面であることとし
た。

2‒4.   創作ダンス場面における身体表現について
2‒4‒1.   7motivesによる「感情の質」の分析

2‒1.において抽出された創作ダンス場面を、松本
の作成したCHECK LIST 2 3, 4）を用いて7 Motives

に分類した。その際、Flowing M.及びDynamic 

M.は、その表現内容から明るいもの（Bright）と暗いも
の（Dark）に分けて集計を行った。それらの結果を単
純集計、及び表現内容からみる創作ダンス場面の
分類とのクロス集計を行い、その傾向を明らかにした。
松本の研究で作成されたCHECK LIST 2は、運

動の表層より明らかになる「感情の質」をみるもので、
先行舞踊用語研究及び舞踊批評用語分類で得られ
た形容詞、形容動詞を群化し、1領域6語ずつ、7

領域（7 Motives）に区分したものである（表2、3）。

2‒4‒2.   創作ダンス場面の作品構成の分析
2‒1.において抽出された創作ダンス場面の作品

構成を捉え、第13回～第44回全体の傾向、及び表
現内容からみる創作ダンス場面の分類とのクロス集
計を行い、その傾向を明らかにした。なお、VTRの

目視による集計であったため、舞台上が薄暗かった
り、暗転でのストロボライト、ブラックライト等での演
出などのために不明瞭な場面については、おおよそ
の集計を行った。

（1） 出演人数
創作ダンス場面に出演している者の人数は、踊っ

ている者のみを集計することとし、「物陰から様子をう
かがっている登場人物」「オブジェとしての役割を果
たしている者」等は、舞台上に存在が確認できても、
踊っている者の人数としては集計しなかった。
また、1名で踊っているものを「ソロ」、2名で踊って
いるものを「デュエット」、3～10名で踊っているものを
「少人数」、11～20名で踊っているものを「中人数」、

表2　松本のCHECK LIST 2における使用語

表3　7motivesによる「感情の質」の分類

1 軽快な 15 重厚な 29 寂しい
2 明るい 16 かたい 30 弱 し々い
3 楽しい 17 冷たい 31 自然な
4 やわらかい 18 機械的な 32 落着いた
5 やさしい 19 躍動的な 33 単純な
6 流れるような 20 迫力のある 34 厳かな
7 悲しい 21 大きな 35 神聖な
8 暗い 22 賑やかな 36 深い
9 粘った 23 興奮的な（苦しい）37 鋭い
10 さりげない 24 ユーモアのある 38 威嚇的な
11 日常的な 25 優美な 39 攻撃的な
12 普通の 26 華麗な 40 歓喜の
13 安定した 27 暖かい 41 勇壮な
14 威厳のある 28 静かな 42 生命感あふれた

領域 7 Motives 使用語（No.）
1 「さりげない」  Natural M. 10, 11, 12, 31, 32, 33

2 「楽しい」  Happy M. 1, 2, 3, 11, 23, 24

3 「流れるような」  Flowing M. 4, 5, 6, 25, 26, 27

4 「寂しい」  Lonely M. 7, 8, 9, 28, 29, 30

5 「厳かな」  Solemn M. 13, 14, 15, 34, 35, 36

6 「鋭い」  Sharp M. 16, 17, 18, 37, 38, 39

7 「躍動的な」  Dynamic M. 19, 20, 21, 40, 41, 42
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21名以上で踊っているものを「大人数」とし、これら5

つにカテゴリー化し、集計を行った。

（2） 踊っている者の役柄
踊っている者について、その役柄を分析し、全員

が同じ役柄であるもの、2つの役柄に分かれているも
の、様々な役柄が混合しているものの3つにカテゴ

リー化し、集計を行った。

（3） ダンスの種類
創作ダンス場面に用いられているダンスの種類

は、振付、ダンスジャンルやダンステクニックなど
を考慮し、テーマやイメージを重視した振り付けであ
るものを「創作ダンス」、リズムに乗せたステップやス
トリートダンスのテクニックを使用しているものを「リ
ズムダンス、ストリートダンス」、クラシックバレエの
テクニックを使用しているものを「バレエ」、身体や
物を用いて音を鳴らし、その音に合わせて踊られてい
るものを「ボディパーカッション、ストンプ」、それ以
外のものを「その他」とし、これら5つにカテゴリー化し、
集計を行った。

（4） 表現にかかわる道具及び衣装の使用
創作ダンス場面において、その表現に関連して手

に持って操作できる道具を「小道具」、複数名で操作
する道具を「大道具」、衣装の効果を利用しているも
のを「衣装」、使用していないものを「なし」とし、これ
ら4つにカテゴリー化し、集計を行った。

（5） 他種目を用いた演出
創作ダンス場面において、ダンス以外の種目を

用いた演出について、新体操やチアリーディング等
を「芸術スポーツ」、その他のスポーツを「その他」、
そのような演出がないものを「なし」とし、これら3つに

カテゴリー化し、集計を行った。

2‒5.   創作ダンス場面における造形表現について
2‒5‒1.   照明効果の分類
（1） 照明方法の抽出と分類
使われた照明の種類をベタ明かり大・小、地明か

り大・小、単サス、バックライト、打っ違い、ステー
ジサイドスポット、ピンスポット、フットライト、ストロ
ボ、ムービング、ブラックライトの13種を抽出し、創
作ダンス場面を単位として照明方法の有無を分類し
た。複数種の照明がある場合には当てはまる照明を
全て分類した。
編集されたビデオを目視で判定できる範囲として、
実際の舞台状況を勘案し光の程度や方向を推定し
て判断した。

（2） 照明の明るさと色味の分類　
抽出した創作ダンス場面で使用されている照明効

果について、床面、ホリゾント幕の上部、同じく下部
の光に分割、最も明るい状態を5、最も暗い状態を
1とし、場面の中で明るさが変化する状態を加えた6

段階に分類した。また、色彩の主な印象を、白・赤・
オレンジ・黄・青・緑・紫の7種の色名で分類し、
場面の中で色味が変化する状態を加えた8段階に分
類した。
輝度やコントラストを機器に依存するため、ビデオ

による色味と明るさの判定において、舞台の状況で
実際の色味や明るさを勘案し光の程度を推定して判
断した。明るさの異なる部分が混在する場合に、分
割した領域ごとに平均化した明るさを推定して判断し
た。色味における中間色についてはより近い色名に
分類した。特殊な照明効果によって追加される細か
な色味については、この分類に含まないこととした。

2‒5‒2.  衣装表現の抽出
創作ダンス場面で使用されている衣装表現につい

て、特徴のある衣装について大まかな形及び特徴的
な色味を抽出した。
その場面特有の衣装を見出す観点は設けず、創
作ダンス場面に登場した衣装を対象とした。表現内
容に直接関連しない役柄固有の衣装内容について
は、抽出しないこととした。

2‒5‒3.  小道具などについて
創作ダンス場面に関連する小道具（主に手具）な

どを使用した場面を確認し、特徴のある効果につい
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て大まかな形を抽出した。その場面特有の小道具を
見出す観点は設けず、創作ダンス場面に登場した
小道具を対象とした。

3. 結果及び考察

3‒1.   創作ダンス場面の割合とその年次推移
創作ダンス場面180場面について、回ごとの時間
数を算出し、回全体の作品総時間数からみた創作
ダンス場面の割合を算出した結果、創作ダンス場
面の割合が最も多かったのは第14回12.7％であり、
次いで、第44回12.4％、第13回11.2％の順であった。

また、最も少なかったのは第43回0.8％、次いで第
22回1.3％であった（図1）。全体では平均6.3％であり、
0.8～12.7％の割合で創作ダンス場面が取り入れら
れていることが分かった。

3‒2.  表現内容からみる創作ダンス場面の分類と
その表現内容
（1） 創作ダンス場面の分類
創作ダンス場面180場面を、その表現内容から7

つに分類した結果、「自然描写」24場面、「情景描写」
36場面、「心象描写」24場面、「状況描写①」56場面、
「状況描写②」10場面、「状況描写③」30場面、「紹
介描写」15場面であった（図2）。

（2） 創作ダンス場面の分類別表現内容
創作ダンス場面の分類別に、その表現内容をカテ

ゴリー化し、集計を行った（図3）。
「自然描写」では、海や川、泉など水の流れを表
現している場面41.7％（10場面）、四季を表現してい
る場面25.0％（6場面）、嵐や雷、雨といった天候を
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図1　創作ダンス場面の時間数割合の年次推移

図3　表現内容からみる創作ダンス場面の分類別表現内容

図2　表現内容からみる創作ダンス場面の分類
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表現している場面20.8％（5場面）の順に多くみられた。
その他、花が開花する様子、野菜が枯れていく様子、
山が噴火する様子などが表現されていた。
「情景描写」では、美しい風景や楽しい森、不気
味で怪しげな森、明るい春といった風景や四季にイ
メージを加えて表現している場面69.4％（24場面）が
最も多くみられた。その他、闇の世界や魔女の世界、
主人公が幸せになった様子などが表現されていた。
「心象描写」では、怒りを表現している場面25.0％

（6場面）、悲しみを表現している場面20.8％（5場
面）、葛藤を表現している場面、喜びを表現してい
る場面16.7％（4場面）の順に多くみられ、負の感情
を表現していることが多いことが明らかとなった。その
他、善悪、前向きさ、不安などが表現されていた。
「状況描写①」では、主人公と悪役が対峙したり、
喧嘩をしている状況を表現している場面51.8％（29場
面）が最も多く、仲直りが出来たり、幸せになれたりな
ど明るく前向きな状況を表現している場面21.4％（12

場面）、主要人物が襲われたり、捕まったりするよう
な危機的な状況を表現する場面16.1％（9場面）がみ
られた。その他、魔法がかけられていく状況や森が
破壊されていくといったその場面がどのような状況で
あるかを表現した場面などがみられた。
「状況描写②」は10場面みられたが、それぞれが異
なる表現であった。例えば、火事で建物が焼かれて
いく様子、電車が走っている様子、フライパンの中で
野菜が炒められている様子などが表現されていた。
「状況描写③」では、現実とは異なる世界へ移動
したり、現実へと戻ってくるといった場面転換の際に、
創作ダンスが最も多く用いられていた（82.8％、24場
面）。その他、場面転換直後に、場の状況を説明する
ようなダンス場面が用いられていた（13.8％、4場面）。
「紹介描写」では、すべての場面が、登場人物等
がどのような性格であるか、どのような雰囲気を持つの
かなどを表現する場面であった（100.0％、15場面）。

（3） まとめ
創作ダンス場面180場面において、「状況描写①」

が最も多くみられ、次いで「情景描写」「状況描写③」
「自然描写」「心象描写」の順に多くみられた。

多く見られた場面のうち、「状況描写①」では、対
峙、喧嘩、対立や危機的な状況など緊迫した状況
が多く表現されていることが分かった。「心象描写」
では、怒りや悲しみといった負の感情が多く表現され
ていることが分かった。このことから、ダンスによって
主人公の状況や感情を表現する場合、怒り（喧嘩や
対立）や悲しみなど、負の感情が選択される傾向が
あるといえる。
また、自然の様子を「自然描写」では具体的に、「情
景描写」ではイメージを付加して表現しており、自然
の様子はダンスによって表現しやすいテーマの一つ
であるといえる。
「状況描写③」では、場面転換の際にダンスが多く
用いられており、ダンスが場の状況を一変させるため
の演出効果として用いられている傾向があるといえる。

3‒3.   創作ダンス場面における身体表現について
3‒3‒1.   7motivesによる「感情の質」の分析
（1） 7motivesによる「感情の質」の分析
創作ダンス場面180場面を、7motivesにより「感
情の質」を9つにカテゴリー化した結果、「さりげない 

Natural M.」0場面、「楽しい Happy M.」50場面、「流
れるような Flowing M.（Bright）」41場面、「流れるよ
うな Flowing M.（Dark）」6場面、「寂しい Lonely M.」
10場面、「厳かな Solemn M.」8場面、「鋭い Sharp 

M.」42場面、「躍動的な Dynamic M.（Bright）」2

場面、「躍動的な Dynamic M.（Dark）」21場面であっ
た（図4）。

（2） 創作ダンス場面の分類別7motives「感情の質」
創作ダンス場面の分類別に、7motivesにより「感

情の質」を9つにカテゴリー化し、集計を行った（図5）。
「自然描写」では、「Flowing M.（Bright）」41.7％（10

場面）、「Flowing M.（Dark）」16.7％（4場面）の順
に多くみられた。
「情景描写」では、「Happy M.」41.7％（15場面）、

「Flowing M.（Bright）」22.2％（8場面）、「Solemn 

M.」「Sharp M.」13.9％（5場面）の順に多くみられた。
「心象描写」では、「Sharp M.」25.0％（6場面）、

「Happy M.」「Lonely M.」「Dynamic M.（Dark）」

長谷川　千里　　　  渡邊　洋　　　三好　優美子　　　柳田　憲一



47東京女子体育大学女子体育研究所所報　第14号　2020

20.8％（5場面）の順に多くみられた。
「状況描写①」では、「Sharp M.」48.2％（27場面）、

「Happy M.」32.1％（18場面）の順に多くみられた。
「状況描写②」では、「Happy M.」「Flowing 

M.（Bright）」「Solemn M.」「Dynamic M.（Dark）」
20.0％（2場面）が多くみられた。
「状況描写③」では、「Flowing M.（Bright）」

56.7％（17場面）、「Happy M.」13.3％（4場面）の順
に多くみられた。
「紹介描写」では、「Happy M.」60.0％（9場面）、
「Dynamic M.（Dark）」20.0％（3場面）の順に多く
みられた。

（3） まとめ
「自然描写」では、その表現内容であるテーマに水
の流れが多いことから、「Flowing M.」といった流れ
るような雰囲気が動きの表層に最も表れたといえる。
「情景描写」では、風景や四季にイメージを加え
て表現されている場面が多いが、その付加されたイ
メージは楽しさや美しさであるため、「Happy M.」や
「Flowing M.（Bright）」といった楽しさや流れるよう
な雰囲気が動きの表層に最も表れたといえる。
また、「心象描写」や「状況描写①」では、そのテー
マに負の感情が多いことから、「感情の質」も「Sharp 

M.」といった鋭さが動きの表層に最も表れたといえる。
「状況描写③」では、ダンスが場の状況を一変さ
せるための演出効果として用いられている傾向があり、
「Flowing M.（Bright）」といった流れるような動きで
場面転換が行われていることが多い傾向があるといえ
る。

3‒3‒2.   創作ダンス場面の作品構成の分析
（1） 作品構成の分析
①出演人数
各場面における出演人数を集計した結果、ソロ3

場面、デュエット2場面、少人数（3～10名）48場面、
中人数（11～20名）60場面、大人数（21名以上）66

場面であった。なお、舞台演出上の理由により、人
数が判別できない場面が1場面あった（図6）。

②踊っている者の役柄
各場面において踊っている者の役柄が全て同じで

あるかどうかを集計した結果、全員同じであるもの
が114場面、役柄が2つに分かれているものが21場
面、様々な役柄が混合しているものが45場面であっ
た（図7）。

③ダンスの種類
各場面におけるダンスの種類を集計した結果、創

作ダンス133場面、リズムダンス、ストリートダンス
44場面、バレエ12場面、ボディパーカッション、ス
トンプ15場面、その他3場面であった（図8）。
リズムダンス、ストリートダンス44場面について年
代を追ってみると、第13～29回頃までは、簡易なダ
ンスステップ（ボックスステップやギャロップ、ツー
ステップ等）を組み合わせたようなエアロビックダン
ス風なリズムダンスや、ジャズダンス風な振付が全
体を占めていた。第30回以降は、簡易なダンスステッ
プを用いたリズムダンスもみられたが、ヒップホップ
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図4　7motivesによる「感情の質」の分類
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やロックなどのストリートダンスのステップや技術もみ
られるようになった。
また、その他の3場面では、音楽に合わせて出演
者が自由に踊っていたり、ベリーダンスのような動き
がみられた。

④表現にかかわる道具及び衣装の使用
各場面において表現にかかわる道具の使用及び

衣装の効果を用いているものを集計した結果、道具
の使用及び衣装の効果を用いていないものが102場
面、小道具を使用しているものが47場面、大道具を
使用しているものが8場面、衣装の効果を用いている
ものが30場面であった（図9）。
小道具や大道具の使用、衣装の効果において、
薄く透けて見えるような布を使用していることが多かっ
た。小道具として布を持ったり、衣装の袖や背中など
に着け、布をなびかせてたり、振ることで布が揺れる
効果を利用し、水、植物、風などを表現していた。
大道具も同様、複数名で布を持ち、それを動かすこと
で様々なイメージにつなげていた。

⑤他種目を用いた演出
各場面における他の種目を用いた演出について集
計した結果、多種目を用いた演出がないものが156

場面、芸術スポーツ22場面、その他の種目5場面で
あった（図10）。
芸術スポーツでは、新体操の演技や技が最も多く、

その他にバトントワーリングやチアリーディングの技
を取り入れて表現していた。
その他では、器械体操の技や空手、一輪車など
がみられた。

（2） 創作ダンス場面の分類別作品構成の分析
①創作ダンス場面の分類別出演人数
創作ダンス場面の分類別に、出演人数を4つにカ

テゴリー化し、集計を行った（図11）。
「自然描写」では、中人数58.3％（14場面）、大人
数25.0％（6場面）の順に多くみられた。
「情景描写」では、大人数47.2％（17場面）、中人
数33.3％（12場面）の順に多くみられた。
「心象描写」では、少人数、中人数33.3％（8場面）、
大人数29.2％（7場面）の順に多くみられた。
「状況描写①」では、大人数50.0％（28場面）、中
人数32.1％（18場面）、少人数16.1％（9場面）の順
に多くみられた。
「状況描写②」では、大人数70.0％（7場面）、中
人数20.0％（2場面）の順に多くみられた。
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「状況描写③」では、少人数63.3％（19場面）、中
人数23.3％（7場面）の順に多くみられた。
「紹介描写」では、中人数40.0％（6場面）、大人
数26.7％（4場面）、少人数20.0％（3場面）の順に多
くみられた。

②表現内容からみる創作ダンス場面の分類別の役
柄について
創作ダンス場面の分類別に、踊っている者の役柄

を3つにカテゴリー化し、集計を行った（図12）。
「自然描写」では、全員同じ83.3％（20場面）が最
も多くみられた。
「情景描写」では、全員同じ72.2％（26場面）が最
も多くみられた。
「心象描写」では、全員同じ66.7％（16場面）が最
も多くみられた。
「状況描写①」では、様々な役柄が混合44.6％（25

場面）、2つに分割30.4％（17場面）、全員同じ25.0％
（14場面）の順に多くみられた。
「状況描写②」では、全員同じ90.0％（9場面）が
最も多くみられた。
「状況描写③」では、全員同じ90.0％（27場面）が
最も多くみられた。
「紹介描写」では、全員同じ66.7％（10場面）が最
も多くみられた。

③表現内容からみる創作ダンス場面の分類別ダン
スの種類
創作ダンス場面の分類別に、ダンスの種類を5つ

にカテゴリー化し、集計を行った（図13）。
「自然描写」では、創作ダンス95.8％（23場面）が
最も多くみられた。
「情景描写」では、創作ダンス80.6％（29場面）が
最も多くみられた。
「心象描写」では、創作ダンス83.3％（20場面）、
リズムダンス、ストリートダンス25.0％（6場面）の順
に多くみられた。
「状況描写①」では、創作ダンス66.1％（37場面）、
リズムダンス、ストリートダンス36.7％（20場面）の
順に多くみられた。

「状況描写②」では、創作ダンス80.0％（8場面）、
リズムダンス、ストリートダンス30.0％（3場面）の順
に多くみられた。
「状況描写③」では、創作ダンス76.7％（23場面）、
バレエ20.0％（6場面）の順に多くみられた。
「紹介描写」では、リズムダンス、ストリートダンス

46.7％（7場面）、創作ダンス40.0％（6場面）の順に
多くみられた。

④表現内容からみる創作ダンス場面の分類別道具
及び衣装の使用
創作ダンス場面の分類別に、道具及び衣装の使

用を4つにカテゴリー化し、集計を行った（図14）。
「自然描写」では、小道具50.0％（12場面）、なし

29.2％（7場面）の順に多くみられた。
「情景描写」では、なし47.2％（17場面）、小道具、
衣装25.0％（9場面）の順に多くみられた。
「心象描写」では、なし70.8％（17場面）が最も多く
みられた。
「状況描写①」では、なし69.6％（39場面）、小道
具25.0％（14場面）の順に多くみられた。
「状況描写②」では、なし40.0％（4場面）、小道具、
衣装30.0％（3場面）の順に多くみられた。
「状況描写③」では、なし43.3％（13場面）、衣装

26.7％（8場面）、小道具23.3％（7場面）の順に多く
みられた。
「紹介描写」では、なし86.7％（13場面）が最も多く
みられた。

⑤表現内容からみる創作ダンス場面の分類別他種
目を用いた演出
創作ダンス場面の分類別に、他種目を用いた演

出について3つにカテゴリー化し、集計を行った（図
15）。
「自然描写」では、なし91.7％（22場面）が最も多く
みられた。
「情景描写」では、なし77.8％（28場面）、芸術ス
ポーツ19.4％（7場面）の順に多くみられた。
「心象描写」では、他種目を用いた演出はみられな
かった。
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「状況描写①」では、なし100.0％（48場面）、芸
術スポーツ14.3％（8場面）の順に多くみられた。
「状況描写②」では、なし80.0％（8場面）、芸術ス
ポーツ20.0％（2場面）の順に多くみられた。
「状況描写③」では、なし82.8％（24場面）、芸術
スポーツ17.2％（5場面）の順に多くみられた。
「紹介描写」では、他種目を用いた演出はみられな
かった。

（3） まとめ
「自然描写」の出演人数は、中人数58.3％（14場
面）、大人数25.0％（6場面）の順に多くみられ、全
員同じ役柄（83.3％、20場面）であることが多かった。
「情景描写」は、大人数47.2％（17場面）、中人数
33.3％（12場面）の順であり、全員同じ役柄（72.2％、
26場面）であることが多かった。このことから、自然や
情景の表現では、比較的人数が多く、「水」「森」な
どの自然の様子や情景を全員が同じ役柄で演じる傾
向があるといえる。また、「自然描写」「情景描写」の
ダンスの種類は「創作ダンス」が多く、道具や衣装
の効果を利用した場面が多くみられた。
「心象描写」は出演人数に傾向はみられなかった
が、全員が同じ役柄（66.7％、16場面）であることが
多かった。「状況描写①」は、大人数50.0％（28場面）、
中人数32.1％（18場面）の順であり、その役柄は混合
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していたり（44.6％、25場面）、2つに分割（30.4％、
17場面）されていることが多かった。「状況描写①」
では、そのテーマに対峙や喧嘩が多いことが起因し
ていると考えられる。また、「心象描写」「状況描写
①」のダンスの種類は「創作ダンス」が多かったが、
25.5～35.7％の割合で「リズムダンス、ストリートダン
ス」を用いており、リズム系ダンスは負の感情を表現
する際に、学生にとって用い易いダンスの種類なの
ではないかと考える。
「状況描写③」は少人数（65.5％、19場面）で、全
員が同じ役柄（89.7％、26場面）が多かった。ダン
スの種類は「創作ダンス」が最も多く（79.3％、23場
面）、道具や衣装の効果を利用した場面が多くみら
れた。
また、多種目を用いた演出が全体の12.8％でみら
れ、その内容は部活動や運動経験からくるものである

と考えられ、創作ダンス場面に多種目を用いることに
より、場面を盛り立てるとともに、体育大生らしさが垣
間見える演出となるのではないかと考える。

3‒4.   創作ダンス場面における造形表現の効果
3‒4‒1.   照明の効果
（1） 照明方法の分析
照明方法を分類した結果、ベタ明かり、地明かり

に分類した照明は、舞台全体の床面を照らす効果で
ある。このうち地明かりについては、床面にシルエッ
トを落とす特殊な効果が含まれている。その他の照
明方法は天井から垂直に落ちる光ではなく、斜め・
水平・上目に照らす光であり、床ではなく創作ダンス
を照らす光である。
創作ダンス場面を単位として13種類の照明方法

の有無を分類したものが、図16である。これを見ると

図16　分類した創作ダンス場面に使われた照明方法



52

創作ダンス場面が複合的な照明で演出されているこ
とが良くわかる。複数の照明方法が同時に、あるい
は組み合わせて使われる傾向を確認できた。
ベタ明かりと地明かりのみの場面から、色味のあ

る場面を除くと12場面（6％）となり、これは特殊な工
夫が見られないフラットな照明である。その他の場面
（94％）で、複数の照明方法を組み合わせていること
がわかった。
表現内容の分類ごとに、多数であった照明方法は
以下の通りで、内容ごとにその傾向を見ることができる。
・  「情景描写」では、ステージサイドスポットが多い。
・  「心象描写」では、ステージサイドスポットとフットラ
イトが多い。

・  「自然描写」では、ステージサイドスポットが多く頻
度が高い。

・  「状況描写①」では、フットライトが多く頻度が高い。
・  「状況描写②」では、ピンスポットが多い。
・  「状況描写③」では、ステージサイドスポットとピン
スポットが多い。

・  「紹介描写」では、ピンスポットが多い。
ステージサイドスポットは、横からの光で創作ダ

ンスの半身を明るく照らす光であり、身体を立体的に
演出する効果であった。フットライトは、ホリゾント幕
に創作ダンスや大道具のシルエットを表したり、図
17のようにシルエットでロケーションの説明をしたり、
創作ダンスの足下を強調したりなどの多様な効果が
あった。ピンスポットは、特殊な演出の中で特定の
役柄をクローズアップする効果として用いられてい
た。

（2） 照明における明るさの分析
創作ダンス場面の床照明の明るさを5段階に分類

した結果を示したのが図18で、同じくホリゾント幕の
明るさが図19である。この結果から以下のことが明ら
かになった。
・ 創作ダンス場面の明るさは、他の場面に比べて少
し暗い扱いが多い。

・ 照明の効果は、分類した場面の数に概ね比例して
いる。

・ ホリゾント幕の明るさは、床面に比べると1段から2

段暗くなっている。
・ ホリゾント幕が明るい場面では床面が暗く扱われる
ことが多い。

・  「心象描写」や「状況描写①」などに、明るさが変
化したケースが多い。

・ 創作ダンス場面の中で、「自然描写」に暗めの扱
いが多い。
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図17　フットライトを用いて背景幕に投影される鉄条網と
　　　 創作ダンスのシルエット

図18　床照明に使われた明るさの効果

図19　ホリゾント幕に使われた明るさの効果
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明るさにおいては中間の明るさ4から2が多く、中
でもホリゾント幕で薄暗い調子の多いことがわかる。
最も頻度が高い明るさは2であり、通常5の明るさで
あることと、1が暗転に近い明るさであることをみると、
全体的に創作ダンス場面が暗いことがわかった。

（3） 照明における色味の分析
創作ダンス場面の床照明の色味を分類した結果

を示したのが図20で、同じくアッパーホリゾント幕の
色味が図21、ロワーホリゾント幕の色味が図22であ

る。この結果から以下のことが明らかになった。
・ 創作ダンス場面では、色味が多様である。
・ 創作ダンス場面における色味は、赤と青を白と組
み合わせて用いられるケースが多い。

・ 床面とロワーホリゾント幕では赤と青が多い。
・ アッパーホリゾント幕では、青が多い。
創作ダンスを照らす色味については、分類におい

て判断に迷う中間色が存在した。身体が照明の光
軸に入ると照らされ、外れると消える、これを連続する
と明滅するような効果に発展する。照明の形が複雑
であることに加え、動的効果も加わるので、明るさの
判定以上に色味の判定には困難さがあった。表現
内容によっては多くの色味が重なる状況があり、とて
もカラフルな表現もあった。色味が形に柔らかさを
加味する効果があり、通常の場面に比べてその雰囲
気を演出しているものと考えられる。
表現内容の分類ごとに、多数であった色味は以下

の通りで、内容ごとにその傾向を見ることができる。
・  「自然描写」では、青が多い、次いで緑。海や川、
四季といった自然の描写に寒色系の色が表現され
ていた。

・  「情景描写」では、青が多い、次いで赤や緑。そ
の場面の雰囲気に沿ってイメージが表現されてい
た。

・  「心象描写」では、赤、緑、青の順番。怒り、悲しみ、
葛藤といった負の感情が色味の対比によって表現
されていた。

・  「状況描写①」では、赤が多い、次いで青。喧嘩
や対立など緊迫した状況が多く、赤を主体に表現
されていた。

色味を組み合わせて、方向も互い違いに使われる
ことが多く、対比の効果が工夫されているケースが
多かった。赤に対する青や緑のように明確な反対色
が一定の割合で使われていた。それが、「情景描写」
「心象描写」「状況描写①」に数多くあり、怪しい空
気感や複雑な感情、緊迫した空間感などを演出する
効果として用いたと考えることが出来る。

図20　床照明の色味

図21　アッパーホリゾント幕に使われた色味

図22　ロワーホリゾント幕に使われた色味



54

（4） まとめ
「自然描写」では、床面・ホリゾント幕ともに暗く、
青や緑など透明感を放つ鮮やかな色味によって、舞
台全体を包むような効果が多い。特定の役柄を正面
から照らす効果は少なかった。隊列を持つ場面が印
象的で、舞台と一体化して表現していると考えられる。
「情景描写」では、他の場面に比べると明るく、色
味も少なかった。色味の表現はホリゾント幕に依存し
ており、床面の色味は無色が多くみられた。ホリゾン
ト幕の上下で青と対比させる色味が多様で、「自然
描写」とは異なる傾向がみられた。
「心象描写」では、照明方法と色味それぞれで3種
類以上を組み合わせている複合的なケースが多く、
感情の表現を照明で補っていることがわかった。明る
さと色味が変化するケースがみられた。
「状況描写①」では、舞台全体の印象は暗く、フッ
トライトを用いてホリゾント幕に身体の形を投影する
ケース、ホリゾント幕に青とオレンジなどの反対色を
上下で対比させるケース、明るさと色味が変化する
ケースが多くみられた。地明かりの数を減らして、横・
斜め・下からの光で異質な状況を誇張していると考え
られる。
「状況描写②」「状況描写③」「紹介描写」では、
ピンスポットが多くみられた。「状況描写②」「紹介
描写」で、ベタ明かりや地明かりが少ない傾向があっ
た。状況描写の中で、創作ダンスを照らす表現が
多かったと考えることが出来る。

3‒4‒2.   衣装の効果
創作ダンス場面での特徴ある衣装として、レオター

ドを用いた表現が多用されていた。そこでは必ず、
薄い布が組み合わされており、照明色に関係する色
彩表現が認められた。布素材はおそらくレーヨンや
キュプラなどの類であり、黒いレオタードに対比させ
るよう用いられていた。大きさ、形、にはそれぞれ工
夫が凝らされていて、鋭さ、柔らかさ、強弱や寒暖
など、場面の印象を生み出す効果になっている（図
23）。
衣装は、題材やテーマ、制作グループの個性が
反映して、オリジナリティが現れていると考えられる。

描写ごとに衣装表現を確認したが、これといった傾
向を見つけることはなかった。7分類での衣装表現の
例は、表4に示す通りである。

3‒4‒3.   小道具の効果
道具類は、創作ダンスの場面で多くは用いられて

いない。動きを作るために、フロアを大きく開放する
のがその理由である。ロケーションを説明するような
大道具は、ダンスの場面で用いられない傾向がある。
7分類での小道具の例は、表4に示す通りである。
この中では布の表現が豊かで、自然描写と情景描
写に数多く見られた。布素材はおそらくオーガンジー
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 図23　レオタードの主な活用例

表4　分類した創作場面ごとの主な衣装表現と
　　　　　特徴を持つ小道具の例

主な衣装表現 特徴のある表現に
用いられた小道具

自然描写 レオタードに薄い布 布
情景描写 レオタードに薄い布 布、縄、ロープ、リボン

心象描写 レオタードに薄い布、
園児服、海賊、
レンジャー、動物、
おもちゃ

ビニール傘

状況描写① レオタード、園児服、
実習生、ワンピース、
体操服、はっぴ、制服、
野菜、海賊、季節

布、紙吹雪、ボール、
リボン

状況描写② レオタード、野菜 リボン、布
状況描写③ ドレス、レオタード、

バレリーナ
布、一輪車、フープ、
バトン、スモーク

紹介描写 レオタード、
ベリーダンス、
カンドーラ、
天使、悪魔、海賊

傘
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の類で、水面、鳥の翼、たなびく風、ひらめく旗など、
感情豊かな描写を作り上げていた（図24）。布につ
いては、その種類も多様で厚めの布や鮮やかな色彩
を扱うケースも含まれている。
道具と衣装が融合した表現もみられた（図25、図

26）。

4. まとめ

4‒1.   身体表現の視点から
（1） 創作オペレッタ作品にみる創作ダンス場面の傾向
「自然描写」と「情景描写」では似た傾向がみられ、
テーマは自然の様子であり、明るく流れるような質が
動きの表層に最も表れており、明るい雰囲気の自然
の様子は学生にとって表現しやすいのではないかと
考える。また、比較的人数が多く、自然を全員が同じ
役柄で演じる傾向があった。ダンスの種類は「創作
ダンス」が多く、薄い布を道具や衣装に用い、その
効果を利用した場面が多くみられた。
「心象描写」と「状況描写①」でも似た傾向がみら
れ、テーマは、怒りや悲しみなど、負の感情が多く、
そのため、鋭さが動きの表層に最も表れたといえる。
また、ダンスの種類は「創作ダンス」が多くみられた
が、他の描写に比べて「リズムダンス、ストリートダ
ンス」を用いていることが多く、リズム系のダンスは負
の感情を表現する際に、学生にとって用い易いダン
スの種類なのではないかと考える。
「状況描写③」では、場の状況を一変させるため
の演出効果としてダンスを用いる傾向があり、明るく
流れるような動きで場面転換が行われていた。人数
は小～中人数であり、役柄、ダンスの種類、道具や
衣装は「自然描写」「情景描写」と似た傾向がみられ
た。
また、創作ダンス場面に多種目を用いることにより、
場面を盛り立てる効果だけでなく、体育大生らしさが
垣間見える演出となるのではないかと考える。

（2） 身体表現の視点からみる創作オペレッタについて
創作ダンスは表したいイメージやテーマを、言語

に頼らず身体を使って表現するものといえる。創作オ
ペレッタにおいて創作ダンスとして表現されているの
は、一言では表せず、言葉にしてしまうと説明的過ぎ
てしまうもの、もしくは、一言で表せるが、その感情の
質や度合いの表現が言葉では難しいものが多いよう
に感じた。
創作オペレッタは、創作ダンス等を通して、どうし

たらイメージやテーマが表現できるかといった内面を

図24　布が手具のように使われる姿

図25　ファミコンになって踊る姿

図26　花になって道具の一部となる姿
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表層化する過程を経験するとともに、ちゃんと伝わって
いるのかといった客観的な視点を養うことができ、身
体を使った表現の仕方を学ぶことができると考える。
また、創作ダンスの創作過程は、表したいイメー
ジやテーマをもとに動きを生み出し、それに音（音楽
等）を合わせていくのが一般的といえる。その過程で
は、音色、旋律、速さ、盛り上がりの有無等を考慮
し、既成の音楽を動きに合わせる難しさが存在する。
創作オペレッタでは、ダンスに合わせる音楽を作曲
できるため、創作ダンスにとって理想的な形で作品
創作できることが創作オペレッタの醍醐味であり、特
色であると考える。
幼稚園教育要領解説 6）では、第2章 ねらい及び

内容「表現」の中で、「表現する喜びや他者とイメー
ジを共有する体験、感じたことや考えたことを自分なり
に表現することを通して、豊かな感性や表現する力、
想像力を養い、創造性を豊かにすることを目指してい
る。また、小学校学習指導要領解説 5）では、第2章
各教科 第9節体育 第2各学年の目標及び内容 2内
容の中で、自己の心身を解き放して、イメージの世
界に没入することを通して、身体表現能力やコミュニ
ケ－ション能力などを培えるようにすることを目指してい
る。創作オペレッタに取り組むことは、幼児期及び
児童期を対象とした教育者を目指す本学児童教育学
科の学生にとって、重要な経験であり、意義深いもの
であると考える。

4‒2.   造形表現の視点から
創作ダンスの形は、照明や衣装には到底たどり着

けない身体的な表現で、造形的な制作はあくまで補
助的な存在である。色味に関しては、照明や衣装、
小道具で直接表現できる要素である。衣装は役柄固
有の性格を示す形と色であり、道具類は場面固有の
立地や時間を示す形と色である。照明は、衣装、小
道具とは異なり、色彩において様々に効果を生み出し
ていて、光で照らすことによる形の演出効果が、身体
で表す形と隊型などで構成して表す形に大きく関わっ
ている。創作ダンスの形をシルエットにして床面やホ
リゾント幕に映し出す効果や、ステージサイドスポッ
トのように横からの互い違いな光を用いて強い対比を

生み出して創作ダンスを大胆に演出する効果、背面
からの光で鋭敏な心情を演出する効果など、舞台表
現で大きな役割を担っている。衣装や大道具、小道
具、舞台構成などの造形的な表現内容と、音楽表現、
身体表現の内容を総合して演出する効果になってい
た。
物語の中に、様々なイメージが生み出されて、形

や色を工夫して固有な表現を追求できる造形活動
が、創作ダンス場面に関係していた。ここには、衣
装の中に示されるデザインがあったり、道具類の中
に現れる写実的な描写があったり、舞台上で道具と
人物の配置を構成したりと、それぞれを追求しながら
舞台作品として完成させる過程がある。創造的に発
想や構想を深めながら、造形的なよさや美しさを見
出して、自分なりに表したいことを見極める段取りがあ
る。表現を複合的に組み合わせて、それを演じて完
成させることは、身体の諸感覚を駆使して身体の形
を生み出すことであり、表現する自身の身体感覚を味
わう経験である。創作オペレッタでの学びが、幼稚
園教育要領における感性と表現に関する領域「表現」
と、小学校学習指導要領「図画工作科編」の教科目
標に重なることを確認することができた。

4‒3.   おわりに
本研究では、本学創作オペレッタの創作ダンス

180場面に着目した分析を試みたが、本研究を通し
て、創作オペレッタは「動きづくり」「音づくり」「もの
づくり」の過程の中で、表現することについて、総合的・
複合的に考える力を養うことのできる教材であるという
ことが改めてわかった。本研究の成果を今後の創作
オペレッタ制作に活かしていきたいと考える。

参考・引用文献
1） 江見千尋，北英樹，小瀬高夫，須藤 浩，藤井直
（2006）： 現場で役立つ舞台関係用語集 ステー

ジ・PA・照明用語事典 舞台人必携！，リットー
ミュージック

2） 岩田岩男総監修，松本千代栄監修・編集
（1992）：ダンスの教育学 第3巻，徳間書店，
pp. 254‒255.

長谷川　千里　　　  渡邊　洋　　　三好　優美子　　　柳田　憲一



57東京女子体育大学女子体育研究所所報　第14号　2020

3） 松本千代栄（1988）：舞踊研究 課題設定と課題
解決学習Ⅱ―運動の質と感情価，日本女子体
育連盟紀要1987‒1，pp. 53‒89.

4） 松本千代栄（1994）：運動とイメージに関する実
験研究，舞踊学 1994巻16号，pp. 31‒40.

5） 文部科学省（2017）：小学校学習指導要領（平
成29年告示）解説 体育編，pp. 32‒33. 61‒66. 

101‒105. 145‒150.

6） 文部科学省（2018）：幼稚園教育要領解説（平
成30年2月），pp. 223‒236.

7） 島内敏子，他5名（2004）：難易度の高い技が
舞踊表現に与える影響について，日本女子体育
大学スポーツトレーニングセンター紀要 Vol. 7，
pp. 11‒17. 

なお、本研究は平成30・31（令和元）年度東京女
子体育大学の「共同研究」の助成を受け実施した。



58

　資料 1　表現内容からみる創作ダンスの分類
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　　資料 2　身体表現、造形表現の分析
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